
青森県立北斗高等学校

学校案内

教育目標

自己有用感

〈北斗スタンダード〉→p.5

北斗スタンダード

入学者選抜

学校徴収金 主な奨学金

募集学科および募集定員

入学者選抜

出願資格

普通科 今年度３月に中学校またはこれに準ずる学校を卒業する見込みの者。
中学校またはこれに準ずる学校を卒業した者。
学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当するもの。

1.
2.
3.午前部 午後部 夜間部

（各40人・計120人）

入学者の選抜は、調査書、学力検査の成績および面接の結果等により、求める生徒像に基づいて行います。

●授業料
●ＰＴＡ会費
●生徒会費
●後援会費
●教育活動費

●青森県育英奨学会

●青森市奨学金

年額
年額
年額
年額
年額

32,400円
7,000円
15,000円
13,000円
11,440円

ア　18,000円

イ　23,000円

ウ　30,000円

エ　35,000円

月額16,000円  （自宅から通学）

●石澤奨学会

●その他各種奨学金あり

月額20,000円

[令和7年度入学生の場合]

●入学時必要経費
内訳／入学料
　　　教科書代
　　　体育用シューズ代・ジャージ代・ハーフパンツ代

23,107円
（県収入印紙）2,100円

5,607円
15,400円

（入会金1,000円含む）
次のうち、必要に応じて希望する額

（入会金3,000円含む）
（入会金1,000円含む）

※学校徴収金（授業料を除く）は1回払い（4月）または6回払い（4月～9月）と
　なります。(授業料は１回払いもしくは１０回払い)
※高等学校就学支援金・奨学のための給付金等、行政による支援制度が
　あります。(入学時、事務担当から説明があります)

※働きながら学ぶ定時制の生徒には公費による補助があり、条件を満たせば
　教科書代等が還付されます。

昭和7年 青森市立青森青年学校として創立
 （令和4年度に創立90周年）
昭和31年 青森市立北斗高等学校と校名変更
昭和57年 県移管により、青森県立北斗高等学校と改称

平成４年 単位制による定時制の課程設置（県内初）
平成６年 昼間部（現在の午後部）設置
平成11年 新校舎竣工、移転
平成18年 午前部設置、三部制となる

　本校では、中学校時の不登校経験や発達障害等の課題を抱え、特別な支援を要する生徒を対象とした
指導・支援を体系的・組織的に進めています。

　活動は、午前部と午後部の間、午後部と夜間部の間の時間を利用して効率的に行っています。また、大会
前は休日も行うことがあります。

特別な支援を要する生徒に対する指導・支援の体系

E-mail:hokuto-h@asn.ed.jp
http://www.hokuto-h.asn.ed.jp/

〒030-0813　青森県青森市松原二丁目１-２４
TEL：017-734-4464　FAX：017-774-1047

JR青森駅より約3.0km

青い森鉄道筒井駅より約2.2km

▶ 徒歩で約40分　　▶ 自転車で約20分　　▶ 自動車で約15分

▶ 徒歩で約30分　　▶ 自転車で約15分

▶ 青森市営バス利用（徒歩含む）で約25分。
※東バイパス方面（県立病院行・東部営業所行）に乗車→文化会館前で降車→
徒歩でリンクステーションホール青森と青森中央郵便局の堤町一丁目交差点
（国道4号線）を山手に渡り直進約10分。（目印：NHK）
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令和8年度入学生

社会人としてしっかりと生きていく力を育む

日課表

部活動

SHR 8：35 ～ 8：45
8：45 ～ 9：30
9：35 ～ 10：20
10：25 ～ 11：10
11：15 ～ 12：00
12：00 ～ 12：10

1
2
3
4

SHR・清掃

SHR 13：10 ～ 13：20
13：20 ～ 14：05
14：10 ～ 14：55
15：00 ～ 15：45
15：50 ～ 16：35
16：35 ～ 16：45

5
6
7
8

SHR・清掃

SHR 17：30 ～ 17：35
17：35 ～ 18：20
18：25 ～ 19：10
19：15 ～ 20：00
20：05 ～ 20：50
20：50 ～ 21：00

9
10
11
12

SHR・清掃

午

　前

　部

午

　後

　部

夜

　間

　部
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学校の特色 学校生活 進路指導

三部の定時制 学校行事

4月
部活動・委員会

運動部

キャリア教育の視点に立った進路指導

制服について

　午前部・午後部・夜間部の3つの部を設置する定時制の課程です。入学者はそれぞれ別に募集します。 　キャリア教育とは、生徒一人一人が、将来社会人としてしっかりと生きていくために、あらゆる教育活動を通じて、必要な
力を身に付けることです。
　本校では、キャリア教育の考え方に基づいて、進路指導を進めています。　

単位制

２学期制

　下の教育課程表にある教科・科目の単位を修得します。入学1年目（入学年次）では必履修科目を学習し、2年目以降は、
必履修科目に加えて個々の進路志望に応じ、選択科目の中から必要な教科・科目を選択して履修することができます。
修得単位数が74単位に達すると卒業するための要件を満たします。
　本校は原則として4年で卒業としています。各部とも1日4時間授業を行います。ただし、2年目以降、所属している部以外
の授業を履修（他部履修）し単位を修得すれば、3年間で卒業することも可能です。他部履修をするためには、科目すべての
単位を修得することなど、条件があります。

　制服はありませんが、高校生としてTPOを
わきまえた清潔感のある服装・頭髪を心がけ
ています。なお、入学式や卒業式等の行事で
は、スーツを着用します。

アルバイトについて
　学業に支障のない限り、届け出によりアル
バイトを推奨しています。

資格検定について

●実用英語技能検定
●日本漢字能力検定
●簿記実務検定
●ビジネス計算実務検定
●情報処理検定
●ビジネス文書実務検定

　各種資格検定試験を受けることができます。

　前期（4～9月）、後期（10～3月）の2学期制です。

・入学式 ・オリエンテーション ・前期始業式
・対面式 ・前期生徒大会 ・薬物乱用防止教室
・総合検診 ・交通安全教室

12月・後期生徒大会 ・冬季休業（～1月）

1月・卒業考査

2月・卒業生進路体験発表大会 ・後期期末考査

3月・卒業式 ・入学予定者説明会 ・後期終業式

6月・若葉の集い（遠足） ・前期中間考査
・情報モラル教室 ・定通総体

7月・校内生徒生活体験発表大会 ・人権教育
・性教育 ・レクリエーション大会 ・夏季休業(～8月)

9月・前期期末考査 ・避難訓練② ・芸術教室 
・前期終業式 ・秋季休業 ・学校説明会

10月・後期始業式 ・保健行事
・県生徒生活体験発表大会 ・北斗祭（文化祭）

11月・修学旅行 ・生徒会役員選挙 ・避難訓練③
・後期中間考査

若葉の集い入学式

修学旅行北斗祭（前日祭）

1

単位

年次

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

現代の国語

入学～卒業（１～４）年次

中間～卒業（３～４）年次中間（２）年次入学（1）年次

※この他、受講を希望し認められた生徒は「自立・基礎」、「自立・応用」を受講できる。
※卒業に要する単位数は、必履修科目を含む74単位以上とする。

公共

数学Ⅰ

科学と人間生活

体育

保健

英語コミュニケーションⅠ

情報Ⅰ

総合的な探究の時間

歴史総合

化学基礎

体育

保健

音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰ
（1科目選択）

家庭基礎

言語文化

数学Ⅱ④ 　英語コミュニケーションⅡ④　フードデザイン④
簿記④　 文学国語④

【中間～卒業（2～4）年次共通選択科目】

【中間～卒業（3～4）年次共通選択科目】

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

ホームルーム活動

地理総合

実践国語② 
数学 A②　数学B②　数学C②　社会数学②　 
生物基礎②　地学基礎②　論理・表現Ⅰ②
ビジネス基礎②　コンピュータ演習②

論理国語④
政治・経済② +日本史探究②
化学④
英語コミュニケーションⅢ④
保育基礎④　情報処理④

体育

※                 部分は、選択科目 　
○つき数字は単位数

令和8年度入学生教育課程表（予定）

進路行事の実施
　入学年次（1年目）、中間年次（2～3年目）、卒業年次（3～4年目以降）の各年次に対応した様々な進路行事を実施してい
ます。

主な進学先

・バスケットボール
・陸上競技 ・バドミントン
・ソフトテニス
・卓球 ・柔道

文化部
・放送 ・書道 ・商業
・囲碁将棋 ・写真
・イラスト ・美術
・軽音楽 ・華道 ・文芸

委員会
・ＪＲＣ ・体育 ・保健
・文化 ・図書 ・刊行
・選挙管理

同好会
・バレーボール同好会

年　次

重点目標

具体的な
取組

自己の適性を把握し、
将来の進路の方向性を考える。
・ソーシャルスキル
　トレーニング
・上級学校・企業説明会
・進路講演会
・すららによる探究
・進学講習
・キャリアパスポート

・あおもり創造学
・職業人講話（夢相伝講座）
・進学講演会
・すららによる探究
・進学講習
・キャリアパスポート

・進学ガイダンス
・就職ガイダンス
・上級学校による模擬授業
・進路課題研究

進路の方向をより明確にし、
実現の課題を明らかにする。

具体的な進路志望の実現に
努める。

入学年次 中間年次 卒業年次

【4年制大学】
・岩手大学／教育学部
・青森公立大学／経営経済学部
・青森大学／総合経営学部・社会学部
　　　　　　・ソフトウェア情報学部
・青森中央学院大学／経営法学部⑵
・駒澤大学／法律学部
・関東学院大学／法律学部・経済学部
・桜美林大学／グローバルコミュニケーション学部
・拓殖大学／外国学部

【短期大学】
・青森明の星短期大学／保育専攻
・弘前医療福祉短大／別科調理師養成１年課程

【専修学校等】
・札幌医療秘書福祉専門学校／診断情報管理士科
・青森歯科医療専門学校／歯科衛生士科
・青森中央経理専門学校／経理事務コース
・東奥保育・福祉専門学校／保育科⑵
・青森ビューティー＆メディカル専門学校／
　メディカルビジネス科・美容科
・盛岡ペットワールド専門学校／ペットマスター科
・仙台 eco 動物海洋専門学校／ドッグトレーナー科
・仙台医健・スポーツ専門学校／プロスポーツ・トレーナー科

【能力開発学校等】
・あおもりコンピュータカレッジ／
　ＩＣＴシステムクリエイト科⑷
・青森高等技術専門校／土木施工管理測量科⑵

主な就職先

【県内就職】

【県外就職】

・社会福祉法人和幸園／介護職員
・和幸保育園／保育補助員
・AUKプレート株式会社／製造職（金属加工）
・アート引越センター／引越スタッフ
・青森県民生協／総合職（販売スタッフ）
・SBSフレックスネット青森営業所／物流スタッフ
・ビックジャパン（カースーパー）／自動車整備
・株式会社創芸企画／照明・音響
・株式会社青森ダイハツモータース／自動車整備
・株式会社ビジネスサービス／ドコモショップスタッフ
・永井久慈良餅店／販売・包装・配達
・社会福祉法人ゆきわり会／生活支援員⑵

・株式会社キタセキ（千葉県）

【公務員】
・青森県職員／警察事務
・陸上自衛隊／一般曹候補士

　本校は、単位制による定時制高校です。「自主・協和・研学」の校訓のもと、「社会人としてしっかり
と生きていく力を育む」ことを教育目標に掲げ、生徒一人一人が自らの特性や適性を知り自己肯定
感・自己有用感を高めること、他者との円滑な人間関係を築くためのコミュニケーション力を育む
こと、そして、健康な体と基礎学力を身に付けること、この３つを軸に、午前部、午後部、夜間部の各
部において、教職員が一丸となってきめ細かな教育活動を展開しています。

5月・年次別進路行事 ・避難訓練① 
・定通総体（陸上競技）
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学校の特色 学校生活 進路指導

三部の定時制 学校行事

4月
部活動・委員会

運動部

キャリア教育の視点に立った進路指導

制服について

　午前部・午後部・夜間部の3つの部を設置する定時制の課程です。入学者はそれぞれ別に募集します。 　キャリア教育とは、生徒一人一人が、将来社会人としてしっかりと生きていくために、あらゆる教育活動を通じて、必要な
力を身に付けることです。
　本校では、キャリア教育の考え方に基づいて、進路指導を進めています。　

単位制
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　下の教育課程表にある教科・科目の単位を修得します。入学1年目（入学年次）では必履修科目を学習し、2年目以降は、
必履修科目に加えて個々の進路志望に応じ、選択科目の中から必要な教科・科目を選択して履修することができます。
修得単位数が74単位に達すると卒業するための要件を満たします。
　本校は原則として4年で卒業としています。各部とも1日4時間授業を行います。ただし、2年目以降、所属している部以外
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　制服はありませんが、高校生としてTPOを
わきまえた清潔感のある服装・頭髪を心がけ
ています。なお、入学式や卒業式等の行事で
は、スーツを着用します。

アルバイトについて
　学業に支障のない限り、届け出によりアル
バイトを推奨しています。

資格検定について

●実用英語技能検定
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●情報処理検定
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　各種資格検定試験を受けることができます。

　前期（4～9月）、後期（10～3月）の2学期制です。

・入学式 ・オリエンテーション ・前期始業式
・対面式 ・前期生徒大会 ・薬物乱用防止教室
・総合検診 ・交通安全教室

12月・後期生徒大会 ・冬季休業（～1月）

1月・卒業考査

2月・卒業生進路体験発表大会 ・後期期末考査

3月・卒業式 ・入学予定者説明会 ・後期終業式

6月・若葉の集い（遠足） ・前期中間考査
・情報モラル教室 ・定通総体

7月・校内生徒生活体験発表大会 ・人権教育
・性教育 ・レクリエーション大会 ・夏季休業(～8月)

9月・前期期末考査 ・避難訓練② ・芸術教室 
・前期終業式 ・秋季休業 ・学校説明会

10月・後期始業式 ・保健行事
・県生徒生活体験発表大会 ・北斗祭（文化祭）

11月・修学旅行 ・生徒会役員選挙 ・避難訓練③
・後期中間考査

若葉の集い入学式

修学旅行北斗祭（前日祭）
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5
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7
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13

14
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16
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18

19
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現代の国語

入学～卒業（１～４）年次

中間～卒業（３～４）年次中間（２）年次入学（1）年次

※この他、受講を希望し認められた生徒は「自立・基礎」、「自立・応用」を受講できる。
※卒業に要する単位数は、必履修科目を含む74単位以上とする。

公共

数学Ⅰ

科学と人間生活

体育

保健

英語コミュニケーションⅠ

情報Ⅰ

総合的な探究の時間

歴史総合

化学基礎

体育

保健

音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰ
（1科目選択）

家庭基礎

言語文化

数学Ⅱ④ 　英語コミュニケーションⅡ④　フードデザイン④
簿記④　 文学国語④

【中間～卒業（2～4）年次共通選択科目】

【中間～卒業（3～4）年次共通選択科目】

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

ホームルーム活動

地理総合

実践国語② 
数学 A②　数学B②　数学C②　社会数学②　 
生物基礎②　地学基礎②　論理・表現Ⅰ②
ビジネス基礎②　コンピュータ演習②

論理国語④
政治・経済② +日本史探究②
化学④
英語コミュニケーションⅢ④
保育基礎④　情報処理④

体育

※                 部分は、選択科目 　
○つき数字は単位数

令和8年度入学生教育課程表（予定）

進路行事の実施
　入学年次（1年目）、中間年次（2～3年目）、卒業年次（3～4年目以降）の各年次に対応した様々な進路行事を実施してい
ます。

主な進学先

・バスケットボール
・陸上競技 ・バドミントン
・ソフトテニス
・卓球 ・柔道

文化部
・放送 ・書道 ・商業
・囲碁将棋 ・写真
・イラスト ・美術
・軽音楽 ・華道 ・文芸

委員会
・ＪＲＣ ・体育 ・保健
・文化 ・図書 ・刊行
・選挙管理

同好会
・バレーボール同好会

年　次

重点目標

具体的な
取組

自己の適性を把握し、
将来の進路の方向性を考える。
・ソーシャルスキル
　トレーニング
・上級学校・企業説明会
・進路講演会
・すららによる探究
・進学講習
・キャリアパスポート

・あおもり創造学
・職業人講話（夢相伝講座）
・進学講演会
・すららによる探究
・進学講習
・キャリアパスポート

・進学ガイダンス
・就職ガイダンス
・上級学校による模擬授業
・進路課題研究

進路の方向をより明確にし、
実現の課題を明らかにする。

具体的な進路志望の実現に
努める。

入学年次 中間年次 卒業年次

【4年制大学】
・岩手大学／教育学部
・青森公立大学／経営経済学部
・青森大学／総合経営学部・社会学部
　　　　　　・ソフトウェア情報学部
・青森中央学院大学／経営法学部⑵
・駒澤大学／法律学部
・関東学院大学／法律学部・経済学部
・桜美林大学／グローバルコミュニケーション学部
・拓殖大学／外国学部

【短期大学】
・青森明の星短期大学／保育専攻
・弘前医療福祉短大／別科調理師養成１年課程

【専修学校等】
・札幌医療秘書福祉専門学校／診断情報管理士科
・青森歯科医療専門学校／歯科衛生士科
・青森中央経理専門学校／経理事務コース
・東奥保育・福祉専門学校／保育科⑵
・青森ビューティー＆メディカル専門学校／
　メディカルビジネス科・美容科
・盛岡ペットワールド専門学校／ペットマスター科
・仙台 eco 動物海洋専門学校／ドッグトレーナー科
・仙台医健・スポーツ専門学校／プロスポーツ・トレーナー科

【能力開発学校等】
・あおもりコンピュータカレッジ／
　ＩＣＴシステムクリエイト科⑷
・青森高等技術専門校／土木施工管理測量科⑵

主な就職先

【県内就職】

【県外就職】

・社会福祉法人和幸園／介護職員
・和幸保育園／保育補助員
・AUKプレート株式会社／製造職（金属加工）
・アート引越センター／引越スタッフ
・青森県民生協／総合職（販売スタッフ）
・SBSフレックスネット青森営業所／物流スタッフ
・ビックジャパン（カースーパー）／自動車整備
・株式会社創芸企画／照明・音響
・株式会社青森ダイハツモータース／自動車整備
・株式会社ビジネスサービス／ドコモショップスタッフ
・永井久慈良餅店／販売・包装・配達
・社会福祉法人ゆきわり会／生活支援員⑵

・株式会社キタセキ（千葉県）

【公務員】
・青森県職員／警察事務
・陸上自衛隊／一般曹候補士

　本校は、単位制による定時制高校です。「自主・協和・研学」の校訓のもと、「社会人としてしっかり
と生きていく力を育む」ことを教育目標に掲げ、生徒一人一人が自らの特性や適性を知り自己肯定
感・自己有用感を高めること、他者との円滑な人間関係を築くためのコミュニケーション力を育む
こと、そして、健康な体と基礎学力を身に付けること、この３つを軸に、午前部、午後部、夜間部の各
部において、教職員が一丸となってきめ細かな教育活動を展開しています。

5月・年次別進路行事 ・避難訓練① 
・定通総体（陸上競技）

2 3 4



学校の特色 学校生活 進路指導

三部の定時制 学校行事

4月
部活動・委員会

運動部

キャリア教育の視点に立った進路指導

制服について

　午前部・午後部・夜間部の3つの部を設置する定時制の課程です。入学者はそれぞれ別に募集します。 　キャリア教育とは、生徒一人一人が、将来社会人としてしっかりと生きていくために、あらゆる教育活動を通じて、必要な
力を身に付けることです。
　本校では、キャリア教育の考え方に基づいて、進路指導を進めています。　

単位制

２学期制

　下の教育課程表にある教科・科目の単位を修得します。入学1年目（入学年次）では必履修科目を学習し、2年目以降は、
必履修科目に加えて個々の進路志望に応じ、選択科目の中から必要な教科・科目を選択して履修することができます。
修得単位数が74単位に達すると卒業するための要件を満たします。
　本校は原則として4年で卒業としています。各部とも1日4時間授業を行います。ただし、2年目以降、所属している部以外
の授業を履修（他部履修）し単位を修得すれば、3年間で卒業することも可能です。他部履修をするためには、科目すべての
単位を修得することなど、条件があります。

　制服はありませんが、高校生としてTPOを
わきまえた清潔感のある服装・頭髪を心がけ
ています。なお、入学式や卒業式等の行事で
は、スーツを着用します。

アルバイトについて
　学業に支障のない限り、届け出によりアル
バイトを推奨しています。

資格検定について

●実用英語技能検定
●日本漢字能力検定
●簿記実務検定
●ビジネス計算実務検定
●情報処理検定
●ビジネス文書実務検定

　各種資格検定試験を受けることができます。

　前期（4～9月）、後期（10～3月）の2学期制です。

・入学式 ・オリエンテーション ・前期始業式
・対面式 ・前期生徒大会 ・薬物乱用防止教室
・総合検診 ・交通安全教室

12月・後期生徒大会 ・冬季休業（～1月）

1月・卒業考査

2月・卒業生進路体験発表大会 ・後期期末考査

3月・卒業式 ・入学予定者説明会 ・後期終業式

6月・若葉の集い（遠足） ・前期中間考査
・情報モラル教室 ・定通総体

7月・校内生徒生活体験発表大会 ・人権教育
・性教育 ・レクリエーション大会 ・夏季休業(～8月)

9月・前期期末考査 ・避難訓練② ・芸術教室 
・前期終業式 ・秋季休業 ・学校説明会

10月・後期始業式 ・保健行事
・県生徒生活体験発表大会 ・北斗祭（文化祭）

11月・修学旅行 ・生徒会役員選挙 ・避難訓練③
・後期中間考査

若葉の集い入学式

修学旅行北斗祭（前日祭）

1

単位

年次

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

現代の国語

入学～卒業（１～４）年次

中間～卒業（３～４）年次中間（２）年次入学（1）年次

※この他、受講を希望し認められた生徒は「自立・基礎」、「自立・応用」を受講できる。
※卒業に要する単位数は、必履修科目を含む74単位以上とする。

公共

数学Ⅰ

科学と人間生活

体育

保健

英語コミュニケーションⅠ

情報Ⅰ

総合的な探究の時間

歴史総合

化学基礎

体育

保健

音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰ
（1科目選択）

家庭基礎

言語文化

数学Ⅱ④ 　英語コミュニケーションⅡ④　フードデザイン④
簿記④　 文学国語④

【中間～卒業（2～4）年次共通選択科目】

【中間～卒業（3～4）年次共通選択科目】

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

ホームルーム活動

地理総合

実践国語② 
数学 A②　数学B②　数学C②　社会数学②　 
生物基礎②　地学基礎②　論理・表現Ⅰ②
ビジネス基礎②　コンピュータ演習②

論理国語④
政治・経済② +日本史探究②
化学④
英語コミュニケーションⅢ④
保育基礎④　情報処理④

体育

※                 部分は、選択科目 　
○つき数字は単位数

令和8年度入学生教育課程表（予定）

進路行事の実施
　入学年次（1年目）、中間年次（2～3年目）、卒業年次（3～4年目以降）の各年次に対応した様々な進路行事を実施してい
ます。

主な進学先

・バスケットボール
・陸上競技 ・バドミントン
・ソフトテニス
・卓球 ・柔道

文化部
・放送 ・書道 ・商業
・囲碁将棋 ・写真
・イラスト ・美術
・軽音楽 ・華道 ・文芸

委員会
・ＪＲＣ ・体育 ・保健
・文化 ・図書 ・刊行
・選挙管理

同好会
・バレーボール同好会

年　次

重点目標

具体的な
取組

自己の適性を把握し、
将来の進路の方向性を考える。
・ソーシャルスキル
　トレーニング
・上級学校・企業説明会
・進路講演会
・すららによる探究
・進学講習
・キャリアパスポート

・あおもり創造学
・職業人講話（夢相伝講座）
・進学講演会
・すららによる探究
・進学講習
・キャリアパスポート

・進学ガイダンス
・就職ガイダンス
・上級学校による模擬授業
・進路課題研究

進路の方向をより明確にし、
実現の課題を明らかにする。

具体的な進路志望の実現に
努める。

入学年次 中間年次 卒業年次

【4年制大学】
・岩手大学／教育学部
・青森公立大学／経営経済学部
・青森大学／総合経営学部・社会学部
　　　　　　・ソフトウェア情報学部
・青森中央学院大学／経営法学部⑵
・駒澤大学／法律学部
・関東学院大学／法律学部・経済学部
・桜美林大学／グローバルコミュニケーション学部
・拓殖大学／外国学部

【短期大学】
・青森明の星短期大学／保育専攻
・弘前医療福祉短大／別科調理師養成１年課程

【専修学校等】
・札幌医療秘書福祉専門学校／診断情報管理士科
・青森歯科医療専門学校／歯科衛生士科
・青森中央経理専門学校／経理事務コース
・東奥保育・福祉専門学校／保育科⑵
・青森ビューティー＆メディカル専門学校／
　メディカルビジネス科・美容科
・盛岡ペットワールド専門学校／ペットマスター科
・仙台 eco 動物海洋専門学校／ドッグトレーナー科
・仙台医健・スポーツ専門学校／プロスポーツ・トレーナー科

【能力開発学校等】
・あおもりコンピュータカレッジ／
　ＩＣＴシステムクリエイト科⑷
・青森高等技術専門校／土木施工管理測量科⑵

主な就職先

【県内就職】

【県外就職】

・社会福祉法人和幸園／介護職員
・和幸保育園／保育補助員
・AUKプレート株式会社／製造職（金属加工）
・アート引越センター／引越スタッフ
・青森県民生協／総合職（販売スタッフ）
・SBSフレックスネット青森営業所／物流スタッフ
・ビックジャパン（カースーパー）／自動車整備
・株式会社創芸企画／照明・音響
・株式会社青森ダイハツモータース／自動車整備
・株式会社ビジネスサービス／ドコモショップスタッフ
・永井久慈良餅店／販売・包装・配達
・社会福祉法人ゆきわり会／生活支援員⑵

・株式会社キタセキ（千葉県）

【公務員】
・青森県職員／警察事務
・陸上自衛隊／一般曹候補士

　本校は、単位制による定時制高校です。「自主・協和・研学」の校訓のもと、「社会人としてしっかり
と生きていく力を育む」ことを教育目標に掲げ、生徒一人一人が自らの特性や適性を知り自己肯定
感・自己有用感を高めること、他者との円滑な人間関係を築くためのコミュニケーション力を育む
こと、そして、健康な体と基礎学力を身に付けること、この３つを軸に、午前部、午後部、夜間部の各
部において、教職員が一丸となってきめ細かな教育活動を展開しています。

5月・年次別進路行事 ・避難訓練① 
・定通総体（陸上競技）
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青森県立北斗高等学校

学校案内

教育目標

自己有用感

〈北斗スタンダード〉→p.5

北斗スタンダード

入学者選抜

学校徴収金 主な奨学金

募集学科および募集定員

入学者選抜

出願資格

普通科 今年度３月に中学校またはこれに準ずる学校を卒業する見込みの者。
中学校またはこれに準ずる学校を卒業した者。
学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当するもの。

1.
2.
3.午前部 午後部 夜間部

（各40人・計120人）

入学者の選抜は、調査書、学力検査の成績および面接の結果等により、求める生徒像に基づいて行います。

●授業料
●ＰＴＡ会費
●生徒会費
●後援会費
●教育活動費

●青森県育英奨学会

●青森市奨学金

年額
年額
年額
年額
年額

32,400円
7,000円
15,000円
13,000円
11,440円

ア　18,000円

イ　23,000円

ウ　30,000円

エ　35,000円

月額16,000円  （自宅から通学）

●石澤奨学会

●その他各種奨学金あり

月額20,000円

[令和7年度入学生の場合]

●入学時必要経費
内訳／入学料
　　　教科書代
　　　体育用シューズ代・ジャージ代・ハーフパンツ代

23,107円
（県収入印紙）2,100円

5,607円
15,400円

（入会金1,000円含む）
次のうち、必要に応じて希望する額

（入会金3,000円含む）
（入会金1,000円含む）

※学校徴収金（授業料を除く）は1回払い（4月）または6回払い（4月～9月）と
　なります。(授業料は１回払いもしくは１０回払い)
※高等学校就学支援金・奨学のための給付金等、行政による支援制度が
　あります。(入学時、事務担当から説明があります)

※働きながら学ぶ定時制の生徒には公費による補助があり、条件を満たせば
　教科書代等が還付されます。

昭和7年 青森市立青森青年学校として創立
 （令和4年度に創立90周年）
昭和31年 青森市立北斗高等学校と校名変更
昭和57年 県移管により、青森県立北斗高等学校と改称

平成４年 単位制による定時制の課程設置（県内初）
平成６年 昼間部（現在の午後部）設置
平成11年 新校舎竣工、移転
平成18年 午前部設置、三部制となる

　本校では、中学校時の不登校経験や発達障害等の課題を抱え、特別な支援を要する生徒を対象とした
指導・支援を体系的・組織的に進めています。

　活動は、午前部と午後部の間、午後部と夜間部の間の時間を利用して効率的に行っています。また、大会
前は休日も行うことがあります。

特別な支援を要する生徒に対する指導・支援の体系

E-mail:hokuto-h@asn.ed.jp
http://www.hokuto-h.asn.ed.jp/

〒030-0813　青森県青森市松原二丁目１-２４
TEL：017-734-4464　FAX：017-774-1047

JR青森駅より約3.0km

青い森鉄道筒井駅より約2.2km

▶ 徒歩で約40分　　▶ 自転車で約20分　　▶ 自動車で約15分

▶ 徒歩で約30分　　▶ 自転車で約15分

▶ 青森市営バス利用（徒歩含む）で約25分。
※東バイパス方面（県立病院行・東部営業所行）に乗車→文化会館前で降車→
徒歩でリンクステーションホール青森と青森中央郵便局の堤町一丁目交差点
（国道4号線）を山手に渡り直進約10分。（目印：NHK）
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令和8年度入学生

社会人としてしっかりと生きていく力を育む

日課表

部活動

SHR 8：35 ～ 8：45
8：45 ～ 9：30
9：35 ～ 10：20
10：25 ～ 11：10
11：15 ～ 12：00
12：00 ～ 12：10

1
2
3
4

SHR・清掃

SHR 13：10 ～ 13：20
13：20 ～ 14：05
14：10 ～ 14：55
15：00 ～ 15：45
15：50 ～ 16：35
16：35 ～ 16：45

5
6
7
8

SHR・清掃

SHR 17：30 ～ 17：35
17：35 ～ 18：20
18：25 ～ 19：10
19：15 ～ 20：00
20：05 ～ 20：50
20：50 ～ 21：00

9
10
11
12

SHR・清掃
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青森県立北斗高等学校

学校案内

教育目標

自己有用感

〈北斗スタンダード〉→p.5

北斗スタンダード

入学者選抜

学校徴収金 主な奨学金

募集学科および募集定員

入学者選抜

出願資格

普通科 今年度３月に中学校またはこれに準ずる学校を卒業する見込みの者。
中学校またはこれに準ずる学校を卒業した者。
学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当するもの。

1.
2.
3.午前部 午後部 夜間部

（各40人・計120人）

入学者の選抜は、調査書、学力検査の成績および面接の結果等により、求める生徒像に基づいて行います。

●授業料
●ＰＴＡ会費
●生徒会費
●後援会費
●教育活動費

●青森県育英奨学会

●青森市奨学金

年額
年額
年額
年額
年額

32,400円
7,000円
15,000円
13,000円
11,440円

ア　18,000円

イ　23,000円

ウ　30,000円

エ　35,000円

月額16,000円  （自宅から通学）

●石澤奨学会

●その他各種奨学金あり

月額20,000円

[令和7年度入学生の場合]

●入学時必要経費
内訳／入学料
　　　教科書代
　　　体育用シューズ代・ジャージ代・ハーフパンツ代

23,107円
（県収入印紙）2,100円

5,607円
15,400円

（入会金1,000円含む）
次のうち、必要に応じて希望する額

（入会金3,000円含む）
（入会金1,000円含む）

※学校徴収金（授業料を除く）は1回払い（4月）または6回払い（4月～9月）と
　なります。(授業料は１回払いもしくは１０回払い)
※高等学校就学支援金・奨学のための給付金等、行政による支援制度が
　あります。(入学時、事務担当から説明があります)

※働きながら学ぶ定時制の生徒には公費による補助があり、条件を満たせば
　教科書代等が還付されます。

昭和7年 青森市立青森青年学校として創立
 （令和4年度に創立90周年）
昭和31年 青森市立北斗高等学校と校名変更
昭和57年 県移管により、青森県立北斗高等学校と改称

平成４年 単位制による定時制の課程設置（県内初）
平成６年 昼間部（現在の午後部）設置
平成11年 新校舎竣工、移転
平成18年 午前部設置、三部制となる

　本校では、中学校時の不登校経験や発達障害等の課題を抱え、特別な支援を要する生徒を対象とした
指導・支援を体系的・組織的に進めています。

　活動は、午前部と午後部の間、午後部と夜間部の間の時間を利用して効率的に行っています。また、大会
前は休日も行うことがあります。

特別な支援を要する生徒に対する指導・支援の体系

E-mail:hokuto-h@asn.ed.jp
http://www.hokuto-h.asn.ed.jp/

〒030-0813　青森県青森市松原二丁目１-２４
TEL：017-734-4464　FAX：017-774-1047

JR青森駅より約3.0km

青い森鉄道筒井駅より約2.2km

▶ 徒歩で約40分　　▶ 自転車で約20分　　▶ 自動車で約15分

▶ 徒歩で約30分　　▶ 自転車で約15分

▶ 青森市営バス利用（徒歩含む）で約25分。
※東バイパス方面（県立病院行・東部営業所行）に乗車→文化会館前で降車→
徒歩でリンクステーションホール青森と青森中央郵便局の堤町一丁目交差点
（国道4号線）を山手に渡り直進約10分。（目印：NHK）
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